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【
問
】
就
学
援
助
の
入
学
準
備

金
の
支
給
は
８
月
で
あ
る
。
利

用
家
庭
か
ら
「
制
服
代
や
教
材

費
が
高
く
て
工
面
で
き
な
い
」
、

「
必
要
な
時
に
支
給
し
て
欲
し

い
」
な
ど
、
支
給
月
を
早
め
る

声
が
あ
る
。
枚
方
市
（
寝
屋
川

市
も
）
で
は
、
小
学
校
で
就
学

援
助
を
利
用
し
て
い
る
６
年
生

に
は
、
卒
業
の
３
月
に
中
学
校

入
学
準
備
金
を
支
給
し
て
い

る
。
本
市
も
支
給
月
を
早
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
。 

【
答
】
転
校
な
ど
で
返
還
を
求

め
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
現

行
の
中
学
１
年
生
時
に
認
定
さ

れ
た
家
庭
に
支
給
す
る
の
が
適

切
と
考
え
る
。 

【
意
見
】
文
科
省
は
地
方
自
治

体
に
対
し
、「
支
給
は
年
度
当
初

 

貧
困
施
策
に
つ
い
て
市
は
、
来
年
３
月
の
「
子
ど
も
の
生
活
実
態

調
査
（
今
夏
に
実
施
）
」
結
果
を
待
っ
て
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

日
本
共
産
党
は
、
早
急
に
出
来
る
現
行
施
策
の
見
直
し
、
改
善
を
要

望
し
ま
し
た
。 

【
問
】
本
市
の
認
定
基
準
額
は
、

年
齢
別
援
助
費
の
単
価
（
年
齢

が
上
が
る
ほ
ど
高
く
設
定
）
が

就
学
援
助
の
入
学

準
備
金
の
支
給
月

の
前
倒
し
を 

「
子
ど
も
の
貧
困
」
は
深
刻
で
す
が
、
大
阪
の
子
ど
も
の

貧
困
率
は
２１
．
８
％
で
、
沖
縄
に
次
い
で
全
国
２
番
目
で
す
。

『
子
ど
も
の
貧
困
大
綱
』
に
基
づ
く
、
早
急
な
対
策
を
市
に

求
め
ま
し
た
。 

考
慮
さ
れ
ず
に
、
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
（
４
人
家
族
の
場
合
の
子
ど

も
は
9
歳
・
4
歳
）
で
算
定
さ

れ
て
い
る
。
適
正
な
認
定
額
と

は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、
就
学

援
助
の
認
定
基
準
額
の
算
定
は

実
年
齢
で
行
う
よ
う
改
善
す
べ

き
と
考
え
る
が
。 

【
答
】
今
年
度
、
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
が
ふ
さ
わ
し
い
か
の
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

【
要
望
】
認
定
基
準
は
市
で
決

め
ら
れ
る
、
早
急
な
改
善
を
求

め
る
。 

 

ま
た
、
婚
姻
歴
が
な
い
ひ
と

り
親
家
庭
へ
の
「
み
な
し
の
寡

婦
控
除
の
適
用
」
を
要
望
す
る
。 

 

＊
寡
婦
控
除
と
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
税
や
家
賃
、
保
育
料

な
ど
を
減
免
・
免
除
す
る
施
策

で
あ
る
。
本
市
で
は
婚
姻
歴
が

な
い
ひ
と
り
親
家
庭
は
対
象
外

と
し
て
い
る
が
、
枚
方
・
寝
屋

川
市
同
様
の
み
な
し
適
用
を
求

め
る
。 

 

 平成 28年度 

 就学援助費認定所得基準額表 

世帯の 
人数 

借家世帯 持家世帯 

２人 2,213,300円 1,553,300円 

３人 2,751,820円 2,091,820円 

４人 3,011,038円 2,351,038円 

５人 3,540,598円 2,880,598円 

６人 3,932,802円 3,272,802円 

７人 4,457,006円 3,665,006円 

＊世帯の人数が１人増加するごとに、 

380,000円を加算 

 

 

国
保
法
第
44
条
で
は
、
『
災

害
及
び
所
得
の
減
少
等
の
特
別

の
事
情
が
あ
っ
て
、
病
院
窓
口

の
一
部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と

が
困
難
な
加
入
者
に
は
減
額
・

免
除
で
き
る
』
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
も
と
も
と

支
払
い
が
困
難
な
低
所
得
者
は

対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
問
】
本
市
の
免
除
件
数
は
大

変
少
な
い
。
恒
常
的
な
低
所
得

者
も
減
免
・
免
除
対
象
と
し
て

い
る
東
大
阪
市
で
は
、
多
く
の

人
が
利
用
で
き
て
い
る
。 

本
市
で
も
、
必
要
な
医
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
恒
常
的
な

低
所
得
者
も
負
担
金
の
免
除
対

象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

【
答
】
一
時
的
に
支
払
い
が
困

難
な
場
合
の
み
を
、
対
象
と
考

え
て
い
る
。 

【
意
見
】
４４
条
の
「
特
別
な
事

情
」
の
免
除
も
、
収
入
基
準
が

生
活
保
護
基
準
1.0
倍
以
下
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
殆
ど
の
人

は
利
用
で
き
な
い
。 

現
在
、
減
免
実
施
分
の
２
分

の
１
は
交
付
金
で
手
当
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
活
用
し
て
市
は
、

免
除
対
象
を
拡
充
す
べ
き
と
考

え
る
。 

ま
た
、
国
に
対
し
、
恒
常
的

な
低
所
得
者
も
免
除
対
象
と
す

る
制
度
の
改
善
を
要
望
し
て
頂

き
た
い
。 

 

か
ら
、
速
や
か
に
支
給
で
き
る

よ
う
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と

（
特
に
、
新
入
学
児
童
生
徒
学

用
品
等
）
」
と
通
達
し
て
い
る
。

こ
の
通
知
に
基
づ
き
、
市
は
入

学
準
備
金
を
３
月
に
支
給
す
べ

で
あ
る
。 

保
険
料
を
払
っ
て
い
て

も
、
減
免
・
免
除
を
利
用

で
き
な
い
制
度 

認
定
基
準
額
の
算
定
は
、

子
ど
も
の
実
年
齢
で
行
う

よ
う
改
善
す
べ
き 

 

国
民
健
康
保
険
に
は
経
済
的
な
理
由
で
医
療
を
受
け
ら

れ
な
い
人
の
医
療
費
の
負
担
金
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
恒
常
的
な
低
所
得
者
は
含
ま
な
い
な
ど

の
問
題
が
あ
り
、
改
善
を
求
め
ま
し
た
。 


